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今
年
度
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

町
内
の
各
桜
や
見
ど
こ
ろ
を
巡
っ

て
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス

タ
ン
ド
を
制
作
し
ま
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
・
制
作
を
担
当
し
た
の
は
、

山
形
工
科
短
期
大
学
校
設
計
計
画

第
一
講
座
（
吉
田
博
之
教
授
）
の

皆
さ
ん
。
桜
の
あ
る
風
景
に
マ
ッ

チ
し
、
中
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
見

や
す
く
取
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

し
た
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ

ン
ド
は
、
各
桜
の
そ
ば
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　

　　

４
月
26
日
、
JR
東
日
本
主
催

「
古
典
桜
さ
く
ら
回
廊
そ
ぞ
ろ
歩

き
」
が
開
催
さ
れ
、
晴
天
の
中
、

全
国
か
ら
約
50
名
の
方
々
が
全
10

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
第

20
回
を
数
え
、
前
身
は
、
蚕
桑
地

区
公
民
館
が
主
催
し
た
「
古
典
桜

さ
く
ら
回
廊
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
で
す
。

当
時
の
地
区
公
民
館
（
今
野
國
善

館
長
）
が
、
自
分
た
ち
の
自
慢
の

桜
を
多
く
の
方
に
ゆ
っ
く
り
見

て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
た
も
の
。

今
で
は
、
全
国
か
ら
お
客
様
が
集

ま
る
人
気
の
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。

咲く。

日
本
さ
く
ら
の
会
　
　
　

さ
く
ら
功
労
者
表
彰
受
賞

　
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
古
典
桜
の
里
し
ら
た
か
で
は
、
様

々
な
催
し
・
出
会
い
・
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。 さ
く
ら

　

4
月
15
日
、
東
京
都
に
お
い
て
、

公
益
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
が
主

催
す
る
、
第
50
回
さ
く
ら
祭
り
中

央
大
会
の
席
上
、
し
ら
た
か
古
典

桜
の
里
推
進
協
議
会
（
会
長　

金

子
孝
吉
薬
師
桜
保
存
会
会
長
）
が
、

平
成
27
年
度
「
さ
く
ら
功
労
者
」

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
点
在
す
る
11
本
の
桜
の

保
存
会
や
所
有
者
等
で
組
織
さ
れ
、

桜
の
管
理
・
保
存
、
桜
周
辺
の
整

備
や
、
桜
の
下
で
の
お
も
て
な
し

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
19
日
、
釜
の
越
・
薬
師
さ
く

ら
ま
つ
り
会
場
と
な
っ
た
釜
の
越
農

村
公
園
で
は
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
の
幕

開
け
を
告
げ
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
ス

テ
ー
ジ
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
活
動
す
る
「
よ
さ
こ

い
白
鷹
櫻
鷹
会
」「
風
わ
た
り
会
」

「
大
正
琴　

く
わ
の
実
会　

蚕
桑

さ
く
ら
さ
く
ら
ス
テ
ー
ジ

義
理
人
情
劇
に
て
候

満
開
の
下
　
高
玉
芝
居
上
演

　

４
月
25
日
、
毎
年
恒
例
に
な
っ

て
い
る
さ
く
ら
ま
つ
り
高
玉
芝
居

公
演
は
、
釜
ノ
越
ザ
ク
ラ
満
開
の

下
行
わ
れ
、
晴
天
の
中
約
３
０
０

名
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

樹
齢
８
０
０
年
の
釜
ノ
越
ザ
ク

ラ
と
２
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
高

玉
芝
居
。
悠
久
の
時
を
越
え
、
う

ら
ら
か
な
春
の
日
、
大
勢
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

教
室
」
の
３
団
体
が
発
表
を
行
い
、

地
元
の
農
産
加
工
品
や
銘
菓
の
販

売
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

祝
20
周
年
　
古
典
桜
さ
く
ら
回
廊

そ
ぞ
ろ
歩
き


